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に変化するかということも計算するこ とがで きる。しかしなが

ら信頼度理論は比較的新しい理論であ り， 現在のところ保守面

への応用は必ずしも十分ではないが，今後この理論はし、っそう

発展し， 各分野に応用され，普及してゆくものと思われる。

このように機器の信頼度は設計 ・ 製造 ・保守・ 取扱い等によ

って影響されるものであるが，主と して設計製造または使用環

境等によって決まってしまう機器自体の信頼度を固有信頼度 と

いい， 保守・取扱い等によって決まるものを使用信頼度として

区別し， その両者の積として表現されるものを， その動作信頼

度 と呼ぶ。 ー」保安度 (八木正夫)

しんりてきせいけんさ 心理適性検査 (英) psych()-

logical aptitude test (独) psychologische Eignungspr�ung 

従業員を雇用し配置する場合，適材を適所に配置することが最

も理想的である。適正に配置されるためには，従業員の量的質

的意味での生産性が高い と しづ業績に関係した側面と，職務に

情ちょ的に適応し， 労働意欲も高いという *職場適応の両面が

満足されなければならな，"また訓練時や就業時における進歩

の遅速と L 、 う学習速度や，災害事故ひん発者にみられる事故傾

性等の多くの面から適性の問題を考えることがで きる。 適性之

は，これらの問題について人聞の素質的潜在的能力としてのか

なり 変容しがたい層をさしているといえるロこれらの個人の潜

在的素質が，験務の要求する機能を十分満た して し 、るか否かを

みるのが適性検査であり ， 心理的素質を特に調べるのが心理適

性検査である。したが っ て適性検査は個人のある職種における

適応の程度あるいは成功度を予測しようとするのがねらいの一

つである。

適性検査の構成の基本的要件として信頼性の問題がある。同

一人に同 じテス トを再検した場合， その結果が非常に相違して

いては，そのテスト は信額することができなL 、。 客観的条件が

同ーの場合，検査成績があまり異ならないとい う ことが， たい

せつである。さらに重要なのは，妥当性の検討がなされてい る

と し・う こと，すなわちその検査がある職業における成功度を予

測することができるか否かについての検討がなされていること

である。これら妥当性の検討のための心理学的方法としては普

通，次の方法がとられる。 ( 1) 実務成績や技能など他の規準

との相関 (2) 他の検査法との相関 (3) 因子分析

心理適性検査は， 一般に知能 ・ 性絡・知覚運動能などの各検

査に分類される。知能検査では普通には，数・ 知覚 ・ 空間 ・ 言

語・ 記憶 ・帰納・ 語のりゅ うちょ う さ等の因子を考慮して，下

位検査が{乍 られることが多く，これらの倹資によって知能の程

度を知能街数か偏差値で表わすのである。知覚運動能の検査で

は (7) 感覚知覚に属するもの，色覚，踏順応，明暗弁別，奥

行知覚':\'(イ) 動作能に関するもの，協応動作，選択反応等

(劫 作業に関するもの，弁別の速さ ， 反応の正確さをみるもの，

作業における異同の弁7J1J.復雑選択反応予がある。

性格検査では，作業法による検査と しては，内田クレベリン

作業素質検査，桐原意志気質検査などがあり，質問紙法による

検査としては， 矢凹部ギルホード性絡検査. MMPI ( ミ不ソタ

多面的人絡性目録)の日本版，向性検査などがあり ， 投影法と

してはロールシャツハテスト. TAT (主題統覚検査)等がある。

このほか職業上の興味をみるものとして， ス ト ロング，キュ ー

ダー ， リ ー ソ ー プなどにより開発され， 興味分野の分類法~に

相違はあるが，科学的，対人的， 言語的. ~ I 界的等の興味の方

向およ び水準について測定するものがある。

このように各分野での適性検交が開発され， 内外の産業界に

おいて実施されている。その使用 11 的は大別すると採用時のす

そばらい的なものと，適材適職配債のための娠分け的なものが

考え られる。

国鉄においては，係用時適性検査は昭和23年以来総裁遥に よ

って行なわれている。またl昭和25年以来，運転関係従事員に対

する心理学的適性検査が実施されている。採用時の検査では，

低素質者・異常性格者の排除を目的とし，運転考査は運転事故

の防止のうえから， 事故傾性者の発見と い う点に主眼が置かれ

ている。

このほか国鉄においては， 接客|到でのサーピ ^改善を人的素

質の凶Iか ら行なう意図をもって両íí述した接客適性検査の開発が

行なわれており，また中堅幹郎要員の適性検査の研究も行なわ

れている。
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